
兵庫農技研報(農業)Bull. Hyogo Pre. Agri. Inst. (Agriculture) 44， 51-56 (1996) 

ククメリスカブリダニ Amblyseiuscucumerisの

ミナミキイロアザミウマ妨除への利用

山下聾一場・藤富正昭*・八瀬JI国也惨事・足立年一帯

饗約

ミナミキイロアザミウマに対するククメリスカブリダニAmblyseiuscucumerisの捕食量と放鰐

効果について検討した.

1 ミナミキイロアザミウマ幼虫に対するククメリスカブリダ、ニの 1雌の 250C，16時間明-8時

開暗における 1日当たりの捕食量は1.3頭であった.

2 ポット栽培ナスにおいて， ミナミキイロアザミウマ幼虫に対するククメ 1)スカブリダニ雌成虫

の割合が 1: 1以上で密度抑制効果が認められた.

3 ハウス栽培ナスにおける放飼効果は， 3~4 月放銅で定植時株元に 100 頭/株放舗とその後 1

週間ごとに株元及び、つり下げ法で 100~150 頭/株安 5 由放飼して語度抑制効果が認められ， 9 

月放鰐では定棟時に 50頭/株，その後 1週ごとにつり下げ法で 4閏 100頭/株放錯して密度抑

制効果が認められた.

4 ハウス栽培ナスにおけるククメリスカブリダニ放飼区の商品化率は， 3~4 月放鱈で簡品化率

63.5 % (無放錦 7.4%)， 9月放闘で高品化率85.8% (無放飼 68.8%)と被害軽減効果が認めら

れた.

Control of Thrips palmi Karny with a natural enemy Amblyseius cucumeris. 

Ken-ichi YAMASHITA， Masaaki FUJITOMI， Junya YASE and 

Toshikazu ADACf王I

Summary 

The release effect and eating quantity of Amblyseius cucumeris against thrips were inves-
tigated. 
(1) The predatory ability of Amblyseius cucumeris was 1.3 thrip larvae under laboratory 

conditions at 25 oC under 16L-8D. 
(2) When the ratio of Amblyseius cucumeris female to thrip larvae was above 50 %， the 

suppressive effect to thrip density appeared in pot caltivated eggplants. 

(3) For greenhouse eggplants the suppressive effect of what on thrip density was apparent， 

when 100 Amblyseius cucumeris were released in planting and 100 ~ 150 Amblyseius cucル
meris were released fifth times weekly in spring， and when 50 Amblyseius cucumeris were 
released in planting and 100 were re1eased four times weekly in autumn. 

(4) Eggplant damage in greenhouses was a comercial 10ss of 63.5 % in spring and 85.8 % in 
autumn. 

キーワード:ミナミキイロアザミウマ，ククメリスカブリダニ，捕食蓋，防i徐効果
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緒嘗

ミナミキイロアザ・ミウマ (Thripspalmi Karny)は

1978年，宮崎県の促成栽培ピーマンで初確認された援

入害虫であるり.その後全国に分布を拡大し，ナス科，

ウリ科野菜，花き類等で重要害虫になっている.兵庫県

では 1985年に神戸市西匿の加温ハウス栽培ナスで初確

認し， 1年後に，発生溜積は 45.31ha， 2年後にはさら

に発生商積を拡大し，急激な分布の拡大がみられた.

1995年8月318受理

*中央農業技術センター **淡路農業技術センター

施設のナス科作物では，題年的に多発するため，頗繁

な薬剤散布が行なわれている.そのため，薬剤抵抗性が

高まり，難防除害虫化し，安定生産の臨害要因になって
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いる.生産現場においてはミナミキイロアザミウマの多

発によって収穫途中で栽培を断念する場合も多く，栽培

酪積の減少にもつながっている.また，施設内の農薬散

布作業は散布者の健康を阻害する懸念もある.一方，消

費者ニーズに対応できる減(無)農薬栽培による高品質

農産物の安定供給が望まれており，農薬の使用をいかに

少なくするかが，生産者，消費者双方の課題でもある.

このような背景の中で，化学合成農薬に代わる生物的防

総技術として天敵の利用が注自されており，難防除害虫

に対しての天敵(在来・輸入)利用の実用化にはメーカ

ーを含めた多くの研究機関で取り組まれている.既に，

ヨ…ロッパでは多くの天敵が実用化され，施設野菜の害

虫防総に広く利用されている.

そこで，オランダをはじめとするヨーロッパや北アメ

リカなどでミカンキイロアザミウマやネギアザミウマに

利用されているククメリスカブリダニAmblyseiuscucル

meris (悶1)に着邑した3.4. 5) このククメリスカブリ

ダニを利用したミナミキイロアザミウマに対する捕食量

と放錦効果について検討したので報告する.

なお，本研究lこ牒し，ククメリスカブリダニの供給と

御助言言をいただいた日本化薬(織の小林益子氏並びに(槻ト

ーメンの脇田鎮夫氏に感謝の意を表する.

醤 1 ミナミキイロアザミウマ幼虫を捕食するククメリ
スカブリダニ

材料及び方法

ククメリスカブリダニの蟻食量

ケナガコナダニを館として飼帯したククメリスカプリ

ダニを供試し，雌 1頭当たりのミナミキイロアザミウマ

幼虫の捕食量を， 1992 年 9 月 ~10 月に兵庫県立中央農

業技術センター・環壌部(兵庫県加西市)の実験室にお

いて調査した. ミナミキイロアザミウマはキュウリの葉

を餌として，霊視の容器内で餌育した幼虫を供試した.

内窪25酬の小型ゲージを用い， 1 %寒天ゲノレ溶液を

流し込み，直接 15聞のキュウリ糞を裏面をよにしての

せ，上面にミナミキイロアザミウマの 2齢幼虫を 3，4， 

5， 6頭接種した.そこに，ククメリスカブリダニiltjt成

虫を 1頭づ‘つ接種し， カバーグラスで密開後， 250C， 

16時間明-8時間靖〈以下 16L-8Dと略記)条件の恒温

器内に撞いた.捕食重量はククメリスカブリダニ雌成虫接

種後24時間ごとのミナミキイロアザミウマ幼虫の残存

数から算出した.

また，ククメリスカブリダニの接積比率別捕食量を調

査した.餌のミナミキイロアザ、ミウマはガラスハウス内

で栽培じているナスより採取し，供試した.試験方法は

内径9cmのシャーレを用い， 1%寒天ゲル溶液を流し込

み， 3x3cmのミナミキイロアザミウマが寄生したナ

ス葉をのせた. ミナミキイロアザミウマ幼虫数は約 16

頭/1葉に設定し，それに対してククメリスカブリダニ

雌成虫を 1: 0.5， 1 : 1， 1 : 2， 1 : 4の比率で接種し， 23 

X16X9cmの省関容器に入れ， 250C，湿度75%，16L-8D 

条件の値温器内においた. ミナミキイロアザミウマ及び

ククメリスカブ 1)ダニの逃亡を紡ぐため，シャーレの上

辺にシリコングリスを主主布した.鵠査はククメリスカブ

リダニ接種後 24時間ごとにミナミキイロアザミウマ幼

虫残存数及びククメリスカプリダニ生息数を調査した.

2 ポット栽培ナスにおける放飼効果

環境部の小型ガラスハウス内に直径 21cmのポットに

ナス(品種:乎再2号〉を定植し， ミナミキイロアザミ

ウマを寄生させた. 1993年 7月 9日ミナミキイロアザ

ミウマ幼虫数に対してククメリスカブリダニ成虫の比率

を1: 2， 1: 4の割合で葉上に放飼した. さらに 9月

2臼には 1: 0.5， 1: 1の割合で葉上に放飼した. なお，

ナイロンゴースで覆ったフレームc1m X 1 m X 1 m) 

内にポットを置き， ミナミキイロアザミウマの移動を防

止した.また，株元には粘着テープを張り， ククメリス

カブリダニの移動を防止した.調査はククメリスカブリ

ダニ放飼前及び放銅後約 2日ごとにミナミキイロアザミ

ウマ成・幼虫数とククメリスカブリダニ成・幼虫数を謂

査した.

3 ハウス栽培ナスにおける放鰐効果

環境部の小型ビニールハウス (54rr:f)において， 1994 

年3月24日定植の半促成栽培ナス及び8月31日定植の

促成栽培ナス(千両 2号)を用いて放飼効果を検討した.

ナスにミナミキイロアザミウマを寄生させるため， ミナ

ミキイロアザミウマの寄生したキュウリ(本業 4葉期，

5株植プランター 3個)を岐関に 1週間放議した.

3月24日定植では，ククメリスカブリダニの放錦は

図2のように，定植 l臼後 (3/25)に1株当たり 100頭

を飼育飼料とともに株元接種し，その後は定植8日後か
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ら約 7日ごとに 35日後まで 5@] (4/1， 4/8， 4/14， 

4/21， 4/28)，株元及ひーつり下げ法で約 100~150 頭/

株ずつ放飼した.調査は放飼4臼後 (3/29)から 61日

後 (5/25)まで，約 1週間ごとに，各区 15株について

1株当たり展調葉のよ位 2葉に寄生するミナミキイロア

ザミウマの成・幼虫数とククメリスカプリダニの成・幼

虫数を見取り調査した. ミナミキイロアザミウマによる

被害巣について，放鈎 49日後 (5/13)と放飼 61日後

(5/25)に，程度別(無，少，中，多，甚〉に調査した.

8月31日定植では，ククメリスカブリダニの放飼は

定植2日後 (9/2)に1株当たり 50頭を飼育制料ととも

に株元接種し，その後つり下げ法で 1週間ごとに 4@]

(9/8， 9/16， 9/22，9/30)約 100頭/株ずつ放鰐し

た.調査は放館前 (9/1)から放飼 70日後(11/11)ま

で，ほぼ 1 遇鵠ごと，各区1O~12 株の上位 3 葉に寄生

するミナミキイロアザミウマ成・幼虫及びククメリスカ

ブリダニ成・幼虫数を見取り諮査した. ミナミキイロア

ザミウマによる被害果について 1週間から 10日の間

痛で 5回 (10/7，10/19， 10/27， 11/2，日/11)，

程度別(無，少，中，多，慕)に調査した.

結果

ククメリスカブリダニの捕食量

ククメリスカブリダニ1u位当たりのミナミキイロアザ

ミウマ幼虫捕食数は図 3に示すように， ミナミキイロア

株元に置く方法 キャップをつり下げる方法

関 2 ククメリスカブリダニの放鰐方法

ザミウマ 3頭接種区では 1日後1.1頭 2日後 2.6頭捕

食した. 4頭接種底では 1日後1.6頭 2臼後 2.7頭捕

食した. 5頭接種区では 1日後1.7頭 2日後 3.0頭，

3日後3.9頭捕食した. 6頭接種区では 1日後1.4頭，

2自後3.5頭 3日後 4.6頭捕食した. 5， 6頭接種区

は3， 4頭接種産に比較して 2日までの捕食麗は多い傾

向を示した.また 5， 6頭接種区でも，接種3日後か

らは捕金量の落ち込みがみられる.ククメリスカブリダ

ニの捕食活性の強い，接種 2日後までの 1雌 1B当たり

捕食量は平均1.3頭であった.

次に，ククメリスカブリダニの接種比率別捕食蓋は，

l日後のミナミヰイロアザミウマ幼虫捕食数は 1: 0.5 

区 12.2頭， 1: 1産 11.5頭， 1: 2区 13.5頭， 1: 4区

13.1頭であった. 1: 0.5区では接種幼虫を l日後に 75

%， 2日後に 82%捕食した. 1: 1区では 1B後に 72

%， 2日後に 97%捕食した. 1: 2区では 1日後に 83

%， 2臼後にすべて捕食した. 1: 4区では 1日後に 82

%， 2 B後にすべて捕食した. ミナミキイロアザミウマ

幼虫に対してククメリスカブリダニの接種比率が 1: 1 

以上では 2日間でほぼ全部捕食した.また，接種後 1日

当たり捕食蓋の換算では 1: 0.5区1.5頭， 1: 1区 0.7

頭， 1: 2区0.4頭， 1 : 4区は 0.2頭であった.

(溺)
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国3 ククメリスカブリダニのミナミキイロアザミウマ捕食量

表 1 ククメリスカブリダニの接種比率別捕食量

試験震
1シャーレ当たりミナミキイロ残存幼虫数 F ククメリスカブリダニ生存虫数

接種前 1白後 2日後 接種ダニ数 1日後 2B後

1 : 0.5 1 6.3 4.1 2.9 8.3 8.1 7.3 

1 : 1 1 5; 8 4.3 0.4 1 6.0 1 3.0 9.3 

1 : 2 1 6.3 2.8 O 3 1. 2 2 6.1 1 5.8 

1 : 4 1 6.0 2.9 。 5 8.3 3 7.2 2 3.3 
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したところ，関 5のように，その後幼虫密度を抑制でき

た.このように，ポット試験では， ミナミキイロアザミ

ウマに対するククメリスカブリダニの放飼比率は 1: 1 

以上で密度抑制効果の高いことが確認できた.

ハウス栽培ナスにおける放錦効果

3"'4月放錦においては，ククメリスカブリダニが，

放飼 4日後からナス葉ょに観察でき， 20日以降密度は

高まった.ククメリスカプリダニ放鰐によるミナミキイ

ロアザミウマの密度抑僻効果は，図6に示すように，放

餌34日後頃から現われ，無放鰐に比べ長期間低密度に

推移した.また，果実の被害については表 2に示すとお

り，放飼区は被害程度の軽微なものが多く，酪品化率

(被害謹度:無~少)は無放飼震の 7.4%に対し，放飼震

は63.9%とククメリスカプリダニ放銅により被害を大

きく軽減できた. 9月放飼ではククメリスカブリダニは

放餌 1週間後から葉上に認められ，試験期間中ほぼ 1'"

2頭/葉で推移した. ミナミキイロアザミウマの密度抑

制効果は図 7に示すように，放銅 1週間後から認められ，

無放飼に比べ試験期間中ほぼ 1/2提度の密度に抑えた.

また，果実の被害では表2に示すとおり，放餌区の商品

化率は 85.8% (無放餌:68.8 %)で，果実の被害を軽減

したことから，放錦効果が明らかに認められる.

3 
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ポット栽培ナスにおける放鏑効集

捕食量調査の結果をもとに 1993年 7月 9日ミナミキ

イロアザミウマ幼虫に対するククメリスカブリダニ比率

を1:2及び1: 4の割合で放飼した.図4に示すように，

放銅 4日後にはミナミキイロアザミウマの幼虫響度を 1

葉当たり 1頭以下に抑え，その後の欝度回復も認められ

なかった.比率を変えて 9月2自に放飼した 1: 1誌

では放簡 12日後までミナミキイロアザミウマ幼虫諮度

をl葉当たり 10頭以下に抑制し，その後やや増加した

が，金、激な密度上昇には至らず，抑制効果が認められた.

しかし， 1: 0.5区では密度抑制効果が劣ったため，放

飼 12B後に再度同比率でククメリスカブリダニを放飼
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ミナミキイロアザミウマ幼虫に対するククメリスカブリダニの放鰐効果-2霞 5
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ブリダニの捕食量は他の天敵に比べて少ないが， ミナミ

キイロアザミウマ幼虫と間数以上の密度で放飼すると 2

~4 B後には密度抑制効果が高いことそ筆者らは報告9)

した. しかし，実際のハウス栽培ナスではミナミキイロ

アザミウマが高密度 000頭以上/葉)の場合も観察さ

れ，その抑制効果が劣ることが予測できる.ポット栽培

ナスにおける放問効果の試験では 1: 0.5の比率では一

時的な抑制効果にとどまり，複数回の放鯖か，

上の比率で抑制効果が認められることを示唆している.

このような結果から，実際のハウス栽培ナスにおける放

飼では，定植時などのミナミキイロアザミウマが低密度

1 : 1以

やネギアザミウマの防除にククメリスカブリダニが広く

利用されている 4・5) ククメリスカブリダニをミナミキ

イロアザミウマの防除のため，放飼効果について検討し

た.ククメリスカブリダニはケナガコナダニを餌とした

大量増殖法が確立されており 6) また，ククメリスカプ

リダニはミナミキイロアザミウマの幼虫を捕食すること

が明らかになっている 6) 実験室内で捕食輩を検討した

結果， ld畦当たりミナミキイロアザミウマの幼虫を1.3

頭/日捕食であった.小林6) もミナミキイロアザミウ

マ幼虫を 3.7~6.7 頭/48 時間捕食することを報告して

おり，ほぼ同様の結果を得た.このようにククメリスカ
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表 2 ククメリスカブリダニ放飼ほ場におけるナス収穫果の被害程度

果実の被害程度
区

無 少 中

3FJ放館 2 1 3 2 1 9 

無放鍋 2 7 1 8 

9月放飼 6 9 4 6 1 3 

無放 錦 1 0 3 2 1 8 

の時期から放倒すると効果が期待でき，定植時から 5~

6回の放飼を実施すれば，難防除害虫のミナミキイロア

ザミウマの紡除に有効利用できるものと考える.また，

放館方法としてはククメリスカブリダニは作物の上位葉

へ移動定着することを確認しており，関 2のように定植

時は株元に飼育飼料とともに放飼い以後はつり下げ法

で放飼する方法が良い.ハウス栽培ナスにおけるミナミ

キイロアザミウマの発生は 1月から 3月は気温の低下

により発生霊は少ないが施設内気温が上昇してくる 4月

上旬より留度が増加していき， また. 9 FJ. 10月は発

生量が多いが11足以降減少することが知られている幻.

3~4 月放飼による効果は関 6 に示すようにミナミキイ

ロアザミウマをゼロに抑えることはできないが，放鰐後

約 2カ月間低密度に抑僻しており，また. 9 FJ放飼では

ミナミキイロアザミウマの少発生条件からの試験謁始で

あったが，試験期間中低い密度に抑え，ククメリスカブ

リダニの密度抑制効果は期待できると考えられる.果実

被害状況においてもククメリスカブリダニ放飼区の被害

は少なし商品化率(被害程度:無十少)は高く，ナス

果実の被害を明らかに軽減することが判暁じた.

ナス栽培でのククメリスカブリダニのミナミキイロア

ザミウマに対する放飼事例はほとんど認められない.

者らの結果から，ククメリスカブリダニによる密度抑制

効果は認められるが，この天敵だけでミナミキイロアザ

ミウマを完全に防除することは密難と考える.補助とし

て伯の天敵(ハナカメムシ類)や選択性殺虫剤を考醸し

た防除体系を考える必要がある 2) その一例として 3

R定植の半促成栽培ナスでは定植時にイミダクロプ 1)ド

粒部を土壌混和し. 4月上旬のミナミキイロアザミウマ

発生初期からククメリスカブリダニを棲数部放飼し. 5 

丹中旬以降ハナカメムシを放銅する体系.また 9月定

植では定植時にイミダクロプリド粒剤を土壊混和し. 10 

月上旬にナミヒメハナカメムシを放飼.11月以降クク

被害 商品

多 甚 果率(%) 果率(%)

1 1 O 7 4.7 6 3.9 

3 2 6 3 9 8.4 7.4 

6 O 4 8.5 8 5.8 

1 2 5 8 7.0 6 8.8 

メリスカブリダニを放飼する体系が有望であることを実

誌りしている.ナス栽培ではミナミキイロアザミウマ

だけでなく，アブラムシ類やハダニ類など複数種の重要

害虫が存在するため，今後，複数の天敵の利用を組み合

わせる生物的防総技術の検討が必要である.
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